
報
告
課
題
⑨ 

第
３
回
テ
ス
ト
に
向
け
て
（
復
習
プ
リ
ン
ト
） 

●
表
面 

  

一
、「
漢
詩
は
中
国
文
学
の
精
髄
で
あ
り
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、
古
来
か
ら
文
学
の
最
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
の
が
漢
詩
で
あ
る
。

そ
れ
は
書
き
手
の
ほ
と
ん
ど
が
男
性
で
あ
り
、
公
式
文
書
を
硬
質
な
文
体
で
書
け
る
の
は
男
性
だ
け
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
言

わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
小
説
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
小
」（
ち
っ
ぽ
け
な
）「
説
」
（
論
議
、
日
常
の
他
愛
も
な
い
こ

と
）
と
い
う
意
味
で
、
所
詮
「
つ
く
り
ご
と
」
と
い
う
意
識
か
ら
、
漢
詩
よ
り
劣
る
た
め
、
名
づ
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。 

 

※
数
え
方
と
用
語 

 

・
漢
詩
は
和
歌
と
同
じ
よ
う
に
一
首
、
二
首
と
「
首 し

ゅ

」
と
数
え
る
。 

 

絶
句

ぜ

っ

く

…
四
行
（
四
句
）
。
各
行
を
そ
れ
ぞ
れ
起き

・
承

し
ょ
う

・
転て

ん

・
結け

つ

と
い
う
。 

 

律
詩

り

っ

し

…
八
行
（
八
句
）
。
二
行
ず
つ
を
そ
れ
ぞ
れ
首
聯

し
ゅ
れ
ん

・
頷
聯

が
ん
れ
ん

・
頸
聯

け
い
れ
ん

・
尾
聯

び

れ

ん

と
い
う
。
頷
聯
・
頸
聯
で
対
句
表
現
を
と
る
。 

 

・
一
行
（
一
句
）
の
字
数
で
分
け
る
と
五
言

ご

ご

ん

・
七
言

し
ち
ご
ん

が
あ
る
。（
●
は
押
韻
す
る
文
字
を
表
す
） 

（
五
言
絶
句
の
例
）
起
・
〇
〇
〇
〇
〇 

 
 
 

（
七
言
絶
句
の
例
）
起
・
〇
〇
〇
〇
〇
〇
● 

 
 
 
 
 
 
 
 

承
・
〇
〇
〇
〇
● 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

承
・
〇
〇
〇
〇
〇
〇
● 

 
 
 
 
 
 
 
 

転
・
〇
〇
〇
〇
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

転
・
〇
〇
〇
〇
〇
〇
○ 

 
 
 
 
 
 
 
 

結
・
〇
〇
〇
〇
● 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

結
・
〇
〇
〇
〇
○
○
● 

 
 （

五
言
律
詩
の
例
） 

 

〇
〇
〇
〇
〇 

 
 
 

（
七
言
律
詩
の
例
） 

 

〇
〇
〇
〇
〇
〇
● 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

〇
〇
〇
〇
● 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
〇
〇
〇
〇
〇
● 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

〇
〇
〇
〇
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

〇
〇
〇
〇
● 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
〇
〇
〇
〇
〇
● 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
〇
〇
〇
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
〇
〇
〇
● 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
〇
〇
〇
〇
〇
● 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
〇
〇
〇
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
〇
〇
〇
● 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
〇
〇
〇
〇
〇
● 

 

※
注
意 

 

・
教
科
書
Ｐ
三
三
三
「
山
行
」
と
Ｐ
三
三
四
「
江
雪
」
は
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
の
都
合
で
、
絶
句
が
上
下
二
行
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る 

が
、
本
来
は
四
行
、
横
に
続
く
。
読
み
方
は
一
行
を
縦
に
読
み
、
二
行
目
に
移
る
。
左
の
通
り
。 

 

「
山
行
」 

遠
上
寒
山
石
径
斜
→
白
雲
生
処
有
人
家
→
停
車
坐
愛
楓
林
晩
→
霜
葉
紅
於
二
月
花 

「
江
雪
」 

千
山
鳥
飛
絶
→
万
径
人
蹤
滅
→
孤
舟
蓑
笠
翁
→
独
釣
寒
江
雪 

  

四
、「
夜
来
」
現
代
語
訳
は
教
科
書
Ｐ
三
三
二
下
段
②
を
参
考
に
。
学
習
書
Ｐ
二
八
三
下
段
を
参
考
に
す
る
と
、「
来
」
が
（
助
字
の
た
め 

意
味
は
な
い
）
と
勘
違
い
し
て
し
ま
う
の
で
注
意
す
る
こ
と
。 

  

春
し
ゅ
ん

暁
ぎ
ょ
う

…
押
韻
す
る
文
字
は
「
暁
」「
鳥
」「
少
」
で
あ
る
が
、「
ぎ
ょ
う
」「
ち
ょ
う
」「
し
ょ
う
」
と
音
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
く
よ
り
、

「gy
o
u

」「ty
o
u

」「syou

」
と
ロ
ー
マ
字
で
考
え
た
方
が
、
同
じ
響
き
の
音
で
あ
る
こ
と
が
、
よ
り
わ
か
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

押
韻
す
る
字
を
考
え
る
時
の
参
考
に
す
る
こ
と
。 

 

漢
詩
に
詠
ま
れ
る
こ
と
の
多
い
テ
ー
マ
…
自
然
へ
の
畏
敬
、
友
人
と
の
交
流
や
別
れ
、
戦
争
、
家
族
愛
、
自
己
の
感
慨
、
季
節
感
、

旅
情
…
な
ど 

首聯 頷聯 頸聯 尾聯 

首聯 頷聯 頸聯 尾聯 

対 

句 

対 

句 

対 

句 

対 

句 



厄
除
け
詩
集
か
ら
も
う
一
首 

勧
す
す
ム

レ

酒
さ
け
ヲ 

 
 
 

于う

武ぶ

陵
り
ょ
う 

コ
ノ
サ
カ
ヅ
キ
ヲ
受
ケ
テ
ク
レ 

（
勧
君
金
屈
巵
） 

 
 
 

君き
み

に

勧
す
す

む 

金

屈

巵

き
ん
く
つ
し 

ド
ウ
ゾ
ナ
ミ
ナ
ミ
ツ
ガ
シ
テ
オ
ク
レ 

（
満
酌
不
須
辞
） 

満

酌

ま
ん
し
ゃ
く 

辞じ
す
る
を

須
も
ち

い
ず 

 

ハ
ナ
ニ
ア
ラ
シ
ノ
タ
ト
ヘ
モ
ア
ル
ゾ 
（
花
発
多
風
雨
） 

花

発

は
な
ひ
ら

け
ば 

風

雨

多

ふ
う
う
お
お

し 

「
サ
ヨ
ナ
ラ
」
ダ
ケ
ガ
人
生
ダ 

（
人
生
足
別
離
） 

 
 
 

人

生

じ
ん
せ
い 

別

離

足

べ
つ
り
た

る 

  ●
裏
面 

一
、
そ
の
他
の
年
齢
の
異
名 

四
十
歳 

強
仕
（
き
ょ
う
し
）
…
『
礼
記
』
に
あ
る
「
四
十
を
強
と
い
う
。
而

し
こ
う

し
て
仕
う
」
よ
り
。 

 

四
十
八
歳 

桑
年
（
そ
う
ね
ん
）
…
「
桑
」
の
異
字
体
が
、
４
つ
の
「
十
」
と
「
八
」
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
。 

六
十
一
歳 

還
暦
（
か
ん
れ
き
）
…
六
十
年
経
ち
、
生
ま
れ
た
年
の
干
支
に
一
回
り
し
て
還
る
こ
と
か
ら
、
数
え
年
で
六
十
一
歳
の
こ
と
。 

八
十
歳 

傘
寿
（
さ
ん
じ
ゅ
）
…
「
傘
」
の
異
字
体
が
「
八
」「
十
」
に
見
え
る
こ
と
か
ら
。 

八
十
一
歳 

半
寿
（
は
ん
じ
ゅ
）
…
「
半
」
を
「
八
」「
十
」「
一
」
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
よ
り
。 

百
歳 

百
寿
（
も
も
じ
ゅ
・
ひ
ゃ
く
じ
ゅ
） 

 

百
八
歳 

茶
寿
（
ち
ゃ
じ
ゅ
）
…
「
茶
」
の
字
は
、
草
冠
を
「
十
」
と
「
十
」
に
分
け
、
下
の
部
分
の
「
八
十
八
」
と
足
し
て
一
〇
八
に
な 

 
 

 

る
か
ら
。 

 

百
十
歳 

珍
寿
（
ち
ん
じ
ゅ
）
…
こ
れ
以
上
生
き
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
か
ら
。 

 

百
十
一
歳 

皇
寿
（
こ
う
じ
ゅ
）
…
「
皇
」
の
字
を
「
白
」「
一
」「
十
」「
一
」
に
分
け
る
。「
百
」
の
字
の
上
の
部
分
に
あ
る
「
一
」
を
取 

 

る
と
「
白
」
の
字
に
な
る
こ
と
か
ら
「
白
」
は
「
九
十
九
」
を
表
す
。
全
部
足
し
て
「
百
十
一
」
に
な

る
こ
と
か
ら
。 

 

二
、
④
表
現
技
法
な
し
「
じ
ん
す
く
な
し
と
」 

表
現
技
法
あ
り
「
す
く
な
し
じ
ん
と
」
→
語
順
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
強
調
し
た
い
部
分
が
よ
り
明
確
に
な
る
。 

 

四
、「
三
省
」
の
「
三
」
は
「
何
度
も
」
と
い
う
意
味
で
、
実
際
の
「
三
回
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
。
こ
れ
は
報
告
課
題

⑤
で
「
虎
の
威
を
借
る
」
を
学
ん
だ
と
き
、「
百
獣
」
の
「
百
」
が
実
数
で
は
な
く
「
全
て
」
と
訳
し
た
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
漢
文
で

は
数
字
を
誇
張
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
最
た
る
も
の
は
「
白
髪
三
千
丈
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。 

  

※
「
省
」
の
読
み
に
つ
い
て 

 

・
「
せ
い
」
と
読
む
の
は
「
反
省
」「
猛
省
」「
内
省
」
な
ど
自
分
の
気
持
ち
を
振
り
返
る
と
き
。 

 

・
「
し
ょ
う
」
と
読
む
の
は
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
省
力
」
な
ど
「
は
ぶ
く
」
の
意
味
に
な
る
と
き
。 

 

五
、
儒
教
が
広
ま
っ
た
地
域
に
つ
い
て
…
教
科
書
Ｐ
三
四
一
の
写
真
資
料
が
掲
載
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
を
よ
く
読
む
こ
と
。 

 

六
、「
不
慍
」
に
つ
い
て
マ
行
上
二
段
活
用
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
。 

     

 ※
マ
行
四
段
活
用
（
ま
・
み
・
む
・
む
・
め
・
め
）
で
は
な
い 

う
ら
む 

動
詞 

 

う
ら 

語
幹 

 

み 

未
然
形 

 

み 

連
用
形 

 

む 

終
止
形 

む
る 

連
体
形 

む
れ 

已
然
形 

み
よ 

命
令
形 

サヨナラだけが人生だ、とい

う言葉は、初音ミクの曲の歌

詞や、川島雄三監督の映画タ

イトルにも使われるほど有名

なセリフとなっています。 

 

気をつけましょう。 


